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1.緒言






で今回、機器分析センターに設置されている固体 NMR(CMX300 ， JEOL)を利用して固体状態での
測定を試みた。
2.測定試料の合成ルート
測定にもちいる試料は、古武 1)が合成したスキーム 1 に示すルートで行った。市販品のフェニルグ






最初に、合成した化合物 2 の溶液状態での NMR を測定した。その 13C-NMR シグナルを図 1 に示
す。相当する 13C のシグナルが 7 本観察された。
次に、固体状態で cp 法による NMR を、以前行った専門研修 2)で用いたパラメータ (contact time=5 , 
pulse delay=3)で測定したが、シグナノレが全く現れなかった。そこで、 pulse delay を 60 に変更し
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